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地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

○進学、就職を契機とする若者の都市圏等への流出
○若者の地域の情報に触れる機会の減少

平成30年3月3日

甲府⇔信濃松川
前泊

節区分 主な内容

実 施 機 関

事 業 費

事

業

費

等

11,240 9,500 0
ガイド謝金8,000
保険料1,500

0

0

9,500

北アルプス地域振興局

ａ

62,580 60,840 60,840 0

0

27,900

0

0

ガイド料等

担
当
課

企画振興課

0261-23-6501

kitachi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

ｂ－ｃ

若者の参加が増えるよう、実施時期や広報等について工夫し、継続して実施していく方向。次
年度は松川村及び白馬村での開催を計画中。

計

当初計画額
変更（最終）

計画額
実績額

評 価事 業 の 成 果

今後の方向性

23,440

成果目標

60,840

講師謝金 27,900

参加者定員30名のうち若者（概ね39歳以下）の参加者数10名以上

23,440 23,440

0

講師旅費

備考

@3,100×9時間

差引

ｂ ｃ

平成30年4月24日

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績

・大北地域及び県内外から29名の参加者があり、
うち15名が20代及び30代であった。

・ワークショップにより、ウィキペディアに「大和田
神社」、「安曇野ちひろ美術館」、「松川村図書館」
（以上、新規記事作成）、「安曇節」（既存記事への
加筆）についての記事を作成・投稿した。

・アンケート調査の評価は高く、特にワーク
ショップについて「大変満足」又は「満足」と
回答した者の割合が100％であった。

・地域にある観光施設や文化財をとおして、
地域を学ぶ一つの方法として管内他地域に
広がる可能性がある。

・大学生や図書館職員等、普段接点がない
者同士や世代を超えた交流のきっかけと
なった。

提 出 区 分
課題区分

事 業 名
「ウィキペディアタウンin安曇野松川村」
開催事業

27,900

事

業

の

概

要

等
事業期間

目 的
（目指す姿）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

人口減少や若者の都市圏等への流出に伴い、地域の活力の低下が懸念されるなか、若者が
将来にわたり地域で暮らし続けることができるようサポートし、若者の管内への定着を図る

　ウィキペディアへ記事を投稿する際の注意点等を学び、予め運営側で決めておいた松川村の
特徴的な観光施設、文化財及び自然等のランドマークを村観光ガイドの解説を聞きながら村内
を回る「まち歩き」を行う。その後、グループによるワークシップ形式により「まち歩き」で見学し
た対象について、図書館にある書籍及び文献等を活用しながら記事を作成し、ウィキペディア
へ投稿する。
　上記の過程を通して、地域の情報を自ら発信するとともに、若者をはじめとする参加者同士の
横の繋がりや、世代間交流を創出する機会とする。

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


